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(57)【要約】
【課題】この発明は、告知のための登録データの削除を
簡単に行うことができる放送受信装置を提供することを
目的とする。
【解決手段】放送を受信する受信手段と、該受信手段に
て受信した放送を出力する出力手段と、予め登録した登
録データに関連する番組が放送されるタイミング（ｓ２
）でそれを告知する（ｓ３）告知手段とを備えた放送受
信装置であって、上記登録データの削除操作機能を有す
る削除操作部を備えるとともに、上記登録データに関連
する番組を告知している状態（ｓ３）で上記削除操作部
に対して所定の操作が行われた時は（ｓ５）、上記告知
を行うための登録データの削除を実行する（ｓ７～ｓ９
）ように構成した。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送を受信する受信手段と、
該受信手段にて受信した放送を出力する出力手段と、
予め登録した登録データに関連する番組が放送されるタイミングでそれを告知する告知手
段とを備えた放送受信装置であって、
上記登録データの削除操作機能を有する削除操作部を備えるとともに、
上記登録データに関連する番組を告知している状態で上記削除操作部に対して所定の操作
が行われた時は、上記告知を行うための登録データの削除を実行するように構成した
放送受信装置。
【請求項２】
　上記登録データに関連する番組を告知している状態で上記削除操作部に対して上記所定
の操作とは異なる他の操作が行われた時は、上記告知を中止するように構成した
請求項１記載の放送受信装置。
【請求項３】
　上記削除操作部を、押圧ボタン式とするとともに、
上記所定の操作を、押下状態の継続時間が予め設定した所定時間より長い上記削除操作部
の長押し操作とし、
上記他の操作を、押下状態の継続時間が予め設定した所定時間より短い上記削除操作部の
短押し操作とした
請求項２記載の放送受信装置。
【請求項４】
　上記登録データに関連する番組を告知していない状態で上記削除操作部に対して上記所
定の操作とは異なる他の操作が行われた時、登録データの１つを選択するようにし、
上記削除操作部に対して上記所定の操作が行われた時、上記選択した登録データの削除を
実行するように構成した
請求項１～３のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項５】
　上記所定の操作が行われて登録データの削除を実行する際に、削除の確認の通知を行う
ように構成した
請求項１～３のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項６】
　車両に搭載されているものである
請求項１～５のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、放送を受信する受信手段と、該受信手段にて受信した放送を出力する出力
手段と、予め登録した登録データに関連する番組が放送されるタイミングでそれを告知す
る告知手段とを備えた放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、北米で、有料の衛星デジタルラジオ放送（サテライトラジオ放送ともいう）が開
始され、広域をカバーできること、多数のチャンネルが利用できること、高音質である等
の理由から、ユーザーが増大している。この衛星デジタルラジオ放送（以下、単に衛星ラ
ジオ放送と略記する）に関しては、例えば、下記特許文献１に開示されているように、種
々の提案がなされている。
【０００３】
　この特許文献１には、衛星ラジオ放送が複数のプロバイダ（または放送局）から提供さ
れる場合に、選択されたプロバイダに応じて増幅度を設定することにより、プロバイダ毎
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に仕様の異なる放送電波を適切に受信できるようにした放送受信装置が開示されている。
【０００４】
　また、衛星ラジオ放送の放送受信装置として、予め複数のデータが登録できるようにな
っており、予め登録した登録データに関連する番組をその放送されるタイミングで告知す
るようにしたものも知られている。
【０００５】
　このような機能を備えた放送受信装置においては、予め登録した上記登録データを、ユ
ーザーの適宜の操作によって削除することもできるようになっている。
【特許文献１】特開２００５－１８４６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような放送受信装置においては、予め複数のデータを登録すること
が可能である故に、多数の登録がされている場合、ユーザーは、登録データを削除するに
あたり先ずその登録データ群の中から削除を希望するものを探し出して選択しなければな
らなかった。
【０００７】
　従って、ユーザーが不要と判断した登録データを削除するためには、削除を希望する１
つのデータを探し出して選択する作業と、該選択した登録データを所定の削除操作部の操
作により削除する作業とが必要とされ、この作業はユーザーにとって極めて煩雑なものと
なっていた。
【０００８】
　この発明は、告知のための登録データの削除を簡単に行うことができる放送受信装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の放送受信装置は、放送を受信する受信手段と、該受信手段にて受信した放送
を出力する出力手段と、予め登録した登録データに関連する番組が放送されるタイミング
でそれを告知する告知手段とを備えた放送受信装置であって、上記登録データの削除操作
機能を有する削除操作部を備えるとともに、上記登録データに関連する番組を告知してい
る状態で上記削除操作部に対して所定の操作が行われた時は、上記告知を行うための登録
データの削除を実行するように構成したものである。
【００１０】
　この構成によれば、登録データを削除する際、削除を希望する登録データを探し出して
選択するといった煩雑な操作を省略できるため、登録データの削除を簡単に行うことがで
きる。
【００１１】
　この発明の一実施態様においては、上記登録データに関連する番組を告知している状態
で上記削除操作部に対して上記所定の操作とは異なる他の操作が行われた時は、上記告知
を中止するように構成したものである。
【００１２】
　この構成によれば、登録データの削除操作機能と告知中止操作機能との両立を図ること
ができる。
【００１３】
　この発明の一実施態様においては、上記削除操作部を、押圧ボタン式とするとともに、
上記所定の操作を、押下状態の継続時間が予め設定した所定時間より長い上記削除操作部
の長押し操作とし、上記他の操作を、押下状態の継続時間が予め設定した所定時間より短
い上記削除操作部の短押し操作としたものである。
【００１４】
　この構成によれば、登録データの削除操作、登録データの告知中止操作を上記削除操作
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部の長押し操作、短押し操作によって区別することで、登録データの削除操作を簡素化で
き、且つ登録データの削除操作機能と告知中止操作機能との両立を図ることができるとい
う上述の効果を、操作性を確保した上で達成することができる。
【００１５】
　この発明の一実施態様においては、上記登録データに関連する番組を告知していない状
態で上記削除操作部に対して上記所定の操作とは異なる他の操作が行われた時、登録デー
タの１つを選択するようにし、上記削除操作部に対して上記所定の操作が行われた時、上
記選択した登録データの削除を実行するように構成したものである。
【００１６】
　この構成によれば、上記告知中であっても、告知のなされていない時と同じ上記削除操
作部を利用することで、登録データの削除操作を簡素化できるという上述の効果を、操作
性、認知性を確保した上で達成することができる。
【００１７】
　この発明の一実施態様においては、上記所定の操作が行われて登録データの削除を実行
する際に、削除の確認の通知を行うように構成したものである。
【００１８】
　この構成によれば、上記告知中、上記削除操作部の所定の操作で登録データの削除が実
行されようとしている場合でも、誤ってこれが削除されることを抑制できる。
【００１９】
　この発明の一実施態様においては、車両に搭載されているものである。
【００２０】
　この構成によれば、操作性が要求される通常の車両運転中等において、操作の煩雑さを
解消できる。
【発明の効果】
【００２１】
　この発明によれば、上記告知中における上記削除操作部の所定の操作により、煩雑な操
作を伴うことなく簡単に登録データを削除することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を詳述する。　
　図１は、本発明の実施形態に係るオーディオ装置１の車室内での装着状態を示す車室内
斜視図である。オーディオ装置１は、車載用電装機器の１つとして車両に搭載されるもの
を一例として示しており、このオーディオ装置１は、車室内に設けられたインストルメン
トパネルＩＰ中央のセンターコンソールＣＣ内に設置される。この設置位置は、ステアリ
ングホイールＳＷからドライバ（ユーザー）が手を伸ばせば、即座に操作できる位置であ
る。
【００２３】
　図２に示すように、このオーディオ装置１の表面を構成する操作パネル２には、その上
部に、利用を希望するメディアを選択するためのメディア選択ボタン群３が設けられ、そ
の下部に、オーディオ装置１全体の電源をＯＮ／ＯＦＦする電源ボタンとしての機能と音
量調節手段としての機能とを併せ持つ円筒突起状のメインスイッチ４が設けられている。
【００２４】
　メディア選択ボタン群３は、ＡＭ／ＦＭラジオ放送を受信するためのＡＭ／ＦＭラジオ
選択ボタンや、衛星ラジオ放送を受信するための衛星ラジオ選択ボタンや、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）に記録された音声データを再生するためのＣＤ選択ボタン等が列状に配設
された構成となっている。
【００２５】
　また、操作パネル２には、メインスイッチ４を挟んで複数の押圧ボタン式の操作ボタン
５（５Ａ、５Ｂ…５Ｌ）が設けられ、これら操作ボタン５Ａ～５Ｌの下側には、押下操作
及び回転操作が可能な選局／登録内容表示切替スイッチ６が設けられている。
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【００２６】
　なお、図２において操作パネル２の上方に設置されている部材７は、液晶表示パネル等
により構成されたディスプレイ装置７である。
【００２７】
　次に本実施形態に係るオーディオ装置１の制御システムについて、さらに図３に示すシ
ステムブロック図を参照して説明する。オーディオ装置１には、第１、第２タイマ１１ａ
、１１ｂを内蔵したコントローラ１０が設けられ、このコントローラ１０がオーディオ装
置１のシステム制御を行う。
【００２８】
　コントローラ１０には受信回路１２が接続されており、この受信回路１２は、衛星ラジ
オ放送に用いられるＧＨｚ帯の周波数の電波や、ＡＭ、ＦＭ電波を車外アンテナ１３を介
して受信することが可能である。
【００２９】
　また、コントローラ１０には、ディスプレイ装置７、音声データ等が記録されたＣＤか
ら好きな音楽を再生出力するためのＣＤプレイヤ１４、アンプ１５が接続されており、ア
ンプ１５は音楽データ、放送データ等の音声情報信号を増幅変換して車載スピーカ１６か
ら出力するように構成されている。
【００３０】
　さらに、コントローラ１０には、操作系Ｉ／Ｆ（インターフェイス）１７を介して、メ
ディア選択ボタン群３、メインスイッチ４、操作ボタン５、選局／登録内容表示切替スイ
ッチ６等が接続されている。
【００３１】
　ここで、メディア選択ボタン群３のうち「ＳＡＴ」という機能内容の表示がなされた衛
星ラジオ選択ボタン（図２参照）を押下操作した場合には、オーディオ装置１は、車外ア
ンテナ１３、受信回路１２を介して衛星ラジオ放送を受信し、現在放送中の内容を聴取可
能とする。その際、ユーザーが適宜操作ボタン５Ａ～５Ｌを押下操作するか、選局／登録
内容表示切替スイッチ６を回転操作すると、放送局の選択等を行うことができるようにな
っている。
【００３２】
　ところで、本実施形態のオーディオ装置１は、基本機能の１つとしてシークアラート機
能を備えている。シークアラート機能は、ユーザーが、お気に入りの、曲名、コンポーザ
（作曲者）名、ミュージシャン名、スポーツチーム名等の登録データを予め複数登録して
おき、その登録された登録データに関連する番組をその放送されるタイミングでユーザー
に告知する機能である。この告知番組（登録データ）は、図４に示すシークアラート用メ
モリ１２ａに記憶することができるようになっている。
【００３３】
　ここで、図４を参照して受信回路１２の構成を説明する。受信回路１２には、上記登録
データを記録する登録データ記憶手段であるシークアラート用メモリ１２ａが設けられて
いる。この他、この受信回路１２には、車外アンテナ１３が受信した電波をデジタル処理
するためのチューナ／デコーダ１２ｂ、ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）１２ｃ、Ｉ／
Ｆ（インターフェイス）１２ｄ、及び、コントローラ１２ｅが設けられ、コントローラ１
２ｅは、Ｉ／Ｆ（インターフェイス）１２ｄを介して、オーディオ装置１のシステム制御
を行うコントローラ１０（図３参照）に接続されている。
【００３４】
　図３に示すコントローラ１０は、予め登録された複数のシークアラート（登録データ）
の設定信号及び削除指示信号（後述）を受信回路１２のコントローラ１２ｅに送信し、且
つ受信回路１２から告知のためのシークアラート信号を受信することが可能になっている
。
【００３５】
　また、本実施形態では、ユーザーがメディア選択ボタン３の「ＳＡＴ」（衛星ラジオ選
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択ボタン）を押下操作し、オーディオ装置１が衛星ラジオ放送の受信装置として機能する
時、操作ボタン５Ｃ、５Ｆ、選局／登録内容表示切替スイッチ６は、上記登録データを予
め登録したり、該登録した登録データを削除したりするための操作部として機能するよう
になっている。なお、図３においては、便宜上シークアラート機能に関わるシステムブロ
ック図のみを詳細に図示している。
【００３６】
　次に、操作ボタン５Ｃ、５Ｆ、選局／登録内容表示切替スイッチ６の操作について、図
５を参照して詳細に説明する。ユーザーは、上述したシークアラート機能を利用する場合
には、先ず、メインスイッチ４（図２、図３参照）を押下操作して電源をＯＮし、次に、
メディア選択ボタン群３のうち「ＳＡＴ」を押下操作して、ディスプレイ装置７の表示を
衛星デジタルラジオ受信モードに切替える。
【００３７】
　登録データを登録する場合には、先ず衛星ラジオ放送中にディスプレイ装置７に表示さ
れる登録データを、選局／登録内容表示切替スイッチ６の押下操作により順次切替えて選
択する。例えば、衛星ラジオ放送中、ユーザーが選局／登録内容表示切替スイッチ６を押
下操作すると、その都度、ディスプレイ装置７における登録データ表示が、「曲名」→「
コンポーザ（作曲者）名」→「ミュージシャン名」、または「（対戦中の）スポーツチー
ム名Ｘ」→「（対戦中の）スポーツチーム名Ｙ」という具合に順次切替わるようになって
いる。
【００３８】
　次に、ユーザーは、登録を希望する登録データが表示されたところで、「ＭＥＭＯ」（
シークアラート登録用ボタン）という機能内容の表示がなされた操作ボタン５Ｃを所定時
間（例えば１．５秒）長押し操作することにより、上述した、お気に入りの、曲名、コン
ポーザ（作曲者）名、ミュージシャン名、スポーツチーム名等を、シークアラートＡ、Ｂ
、Ｃ…という具合に予め複数登録することができる。
【００３９】
　このようにしてお気に入りが登録されると、例えばシークアラートＡの番組が放送され
るタイミングが近づくと、そのシークアラートＡの到着を記録するとともに、そのシーク
アラートＡが放送されるタイミング（より正確に言えば、放送されるタイミングの直前）
で、その旨をユーザーに告知（アラート）する。このユーザーへの告知は、告知手段であ
る、コントローラ１０、１２ｅ、ディスプレイ装置７等により、ディスプレイ装置７にそ
のシークアラートＡの到着を告知（表示）することにより行う。また、車載スピーカ１６
により、音声により告知するようにしても良い。
【００４０】
　この時、ユーザーが他局の番組を聴取していれば、メディア選択ボタン３の「ＳＡＴ」
を押下操作することで、シークアラートＡが放送される裏番組（告知番組）に移行するこ
とができる。
【００４１】
　なお、操作ボタン５Ｃについて、これを長押し操作すると、上述したようにお気に入り
の登録が行われるようになっているが、この他、複数のお気に入りを登録した場合にこれ
を短押し操作することで、これまでに登録したお気に入りの登録データを順次切替えてデ
ィスプレイ装置７で表示させることができるようになっている。
【００４２】
　ところで、登録データを削除する場合には、上記告知のなされていない任意のタイミン
グであれば、ユーザーは、先ず「ＤＥＬＥＴＥ」という機能内容の表示がなされた操作ボ
タン５Ｆを短押し操作することにより、その都度ディスプレイ装置７におけるシークアラ
ートＡ、Ｂ、Ｃ…という登録データ表示を順次切替え、削除を希望する登録データの１つ
を探し出して選択する。そして、ユーザーは、該当する登録データが表示されたところで
操作ボタン５Ｆに対して上記選択時と異なる長押し操作を行うことにより、上記選択した
登録データを削除することができる。
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【００４３】
　しかしながら、この場合、操作ボタン５Ｆの短押し操作による登録データ選択操作は、
表示面積の限られたディスプレイ装置７の表示を目視しながらの作業となり極めて煩雑な
ものとなってしまう。特に、本実施形態のオーディオ装置１のように車両に搭載されるも
のである場合、ドライバ（ユーザー）は通常オーディオ装置１の各種操作を運転操作とと
もに行うが、上記登録データ選択操作については上述したように煩雑さを伴うため、その
操作タイミングが必然的に停車時や渋滞時等に限られてしまう。
【００４４】
　そこで、本実施形態では、上記告知のなされていない任意のタイミングで上記操作を行
うことにより登録データを削除できる他、ユーザーに上記告知を行っているタイミングで
、ユーザーが操作ボタン５Ｆを長押し操作することによってもその告知を行うための登録
データを削除できるようになっている。
【００４５】
　このため、登録データを削除する際、操作ボタン５Ｆの短押し操作により削除を希望す
る登録データを探し出して選択するといった煩雑な操作を省略でき、登録データの削除を
簡単に行うことができる。特に、車載用のオーディオ装置１の場合、操作性が要求される
通常の車両運転中等における操作の煩雑さを解消できる。
【００４６】
　また、上記告知中であっても、告知のなされていない時と同じ操作ボタン５Ｆを利用す
ることで、登録データを削除する際には、告知中であるか否かに関わらずとにかく操作ボ
タン５Ｆを操作すればよいという観念をユーザーに持たせることができ、登録データの削
除操作を簡素化できるという上述の効果を、操作性、認知性を確保した上で達成すること
ができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、告知中、ユーザーが操作ボタン５Ｆを短押し操作することで、
告知を削除しないまでもそれを中止させることができるようになっており、操作ボタン５
Ｆの異なる操作により、登録データの削除操作機能と、告知中止操作機能との両立を図る
ことができるようになっている。このため、操作ボタン５の数の増加を抑制でき、操作パ
ネル２の面積の縮小を図ることができる。
【００４８】
　本実施形態のオーディオ装置１のように、車両に搭載されるものである場合、上述した
構成は特に有効である。車載用のオーディオ装置１においては、操作パネル２のレイアウ
トに制約があって、各機能毎に操作ボタンを設けることができない場合があるからである
。
【００４９】
　また、本実施形態においては、告知中削除操作がなされた時、ディスプレイ装置７上に
は、図６に示すような、登録データの削除の確認を通知する削除確認画面表示がなされ、
ユーザーが表示された指示に基づきメディア選択ボタン群３の「ＳＡＴ」を押下操作すれ
ば、コントローラ１２ｅはシークアラート用メモリ１２ａ内の該当する登録データを削除
し、操作ボタン５Ｃを押下操作すれば、削除を実行しないようになっている。
【００５０】
　このように、ディスプレイ装置７上で登録データの削除の確認を通知する表示がなされ
るようにしているため、例えば操作ボタン５Ｆの短押し操作のつもりが長押し操作となっ
た結果登録データの削除が実行されようとしている場合でも、誤って上記登録データが削
除されてしまうことを抑制できる。
【００５１】
　次に、コントローラ１０、１２ｅにより実行される登録データ削除制御について、図７
のフローチャートを参照しながら説明する。　
　先ず、ステップｓ１の通常状態、即ち番組告知無しの状態である時、コントローラ１２
ｅは、ステップｓ２において、シークアラート用メモリ１２ａ内に登録された登録データ
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に関連する告知番組が開始されるタイミングになったか否かを判定している。
【００５２】
　ここで、告知番組開始のタイミングになったと判定した時（ステップｓ２：ＹＥＳ）、
コントローラ１２ｅは、告知のためのシークアラート信号をコントローラ１０に送信し、
該信号を受信したコントローラ１０の制御により、ディスプレイ装置７が該当する登録デ
ータに基づいて告知内容を表示し、告知を実行する（ステップｓ３）。
【００５３】
　この時、コントローラ１０は、内蔵の第１タイマ１１ａを作動させて、告知開始から所
定時間が経過したか否かを判定する（ステップｓ４）。ここで、告知開始から所定時間が
経過していると判定すると（ステップｓ４：ＹＥＳ）、コントローラ１０は処理をリター
ンして、ステップｓ１の通常状態に戻る。一方、上記所定時間が経過していないと判定す
れば（ステップｓ４：ＮＯ）、コントローラ１０はステップｓ５に移行して、操作ボタン
５Ｆが操作されたか否かを判定する。
【００５４】
　ここで、コントローラ１０は、操作ボタン５Ｆが操作されていないと判定すれば（ステ
ップｓ５：ＮＯ）、ステップｓ４に戻り、操作ボタン５Ｆが操作されていると判定すれば
、その操作がいかなる操作であったかを判定する。
【００５５】
　この時、コントローラ１０は、第２タイマ１１ｂを作動させることにより操作ボタン５
Ｆの押下状態が継続した時間を計測しており、操作ボタン５Ｆの押下状態の継続時間が予
め設定した所定時間（例えば１．５秒）より長いか短いかを判定する。ここで、操作ボタ
ン５Ｆの押下状態の継続時間が所定時間より長ければ、コントローラ１０は、長押し操作
がされたと判定し（ステップｓ５：長押し）、ディスプレイ装置７に対して図６に示す削
除確認画面を表示させる（ステップｓ７）。一方、操作ボタン５Ｆの押下状態の継続時間
が上記所定時間より短ければ、コントローラ１０は、短押し操作がされたと判定し（ステ
ップｓ５：短押し）、ディスプレイ装置７に対して表示中の告知を中止させる（ステップ
ｓ６）。
【００５６】
　ここで、操作ボタン５Ｆの長押し操作により、ステップｓ７において上記削除確認画面
が表示された時、コントローラ１０は、ステップｓ８に移行して、ユーザーがメディア選
択ボタン群３のＳＡＴ、操作ボタン５Ｃのいずれを操作したかに基づき、ユーザーに登録
データ削除の意思があるか否かの最終確認を行う。ここで、コントローラ１０が、メディ
ア選択ボタン群３の「ＳＡＴ」が操作されたものと判定した時には（ステップｓ８：ＯＫ
）、該当する登録データの削除指示信号を受信回路１２に送信し、コントローラ１２ｅは
、この削除指示信号を受信して該当する登録データをシークアラート用メモリ１２ａから
削除する（ステップｓ９）。
【００５７】
　一方、コントローラ１０が、操作ボタン５Ｃが操作されたものと判定した時には（ステ
ップｓ８：ＮＧ）、ユーザーに登録データを削除する意思がなかったものとみなし、ステ
ップｓ４に戻る。
【００５８】
　このように、ステップｓ５において、登録データの削除操作、告知中止操作を操作ボタ
ン５Ｆの長押し操作、短押し操作によって区別することで、登録データの削除操作を簡素
化でき、且つ登録データの削除操作機能と告知中止操作機能との両立を図ることができる
という上述の効果を、操作性を確保した上で達成することができる。
【００５９】
　ところで、上述した実施形態では、ステップｓ５において、登録データの削除操作、告
知中止操作を操作ボタン５Ｆの長押し操作、短押し操作によって区別しているが、本発明
は必ずしもこれに限定されない。例えば、操作ボタン５Ｆの単発的な押下操作、連打を伴
う押下操作のいずれかによって区別するようにしてもよい。この場合、１度操作ボタン５
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Ｆが押下操作されてから所定時間以内に再度これが押下操作されたか否かをコントローラ
１０が判定するように構成すればよい。
【００６０】
　これにより、登録データの削除操作と告知中止の操作との間の操作方法の違いをより明
確にすることができ、操作ミスをより確実に防止することができる。
【００６１】
　また、上述した実施形態では、上記登録データ削除制御を実行する対象を衛星ラジオと
しているが、シークアラート機能を備えるメディアであれば必ずしもこれに限定されない
。例えばその他のラジオ放送用受信装置や、テレビジョン放送用受信装置に上記登録デー
タ削除制御を適用してもよい。
【００６２】
　また、上述した各実施形態では、上記登録データ削除制御を車載用のオーディオ装置１
に適用した場合を説明したが、本発明は必ずしもこれに限定されない。例えば、屋内用の
オーディオ装置や携帯用端末装置に適用してもよい。
【００６３】
　例えば、近年、携帯電話端末にてテレビジョン放送を受信するサービスが開始され、広
く普及しつつあるが、このような携帯電話端末に上述したシークアラート機能を備えても
よい。この場合、操作ボタンの設置スペースに制約があるという点で、上述した車両のオ
ーディオ装置１と共通するところがあるため、複数の操作機能について同じ操作ボタンを
利用する本発明の構成を適用することにより、車両のオーディオ装置１の場合と同様の効
果を奏することができる。
【００６４】
　この発明の構成と、上述の実施形態との対応において、
この発明の放送受信装置は、オーディオ装置１に対応し、
以下同様に、
受信手段は、受信回路１２に対応し、
出力手段は、車載スピーカ１６に対応し、
告知手段は、ディスプレイ装置７、ステップｓ３を実行するコントローラ１０、１２ｅに
対応し、
削除操作部は、操作ボタン５Ｆに対応するも、
この発明は、上述の実施形態の構成のみに限定されるものではなく、多くの実施の形態を
得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の実施形態に係るオーディオ装置の車室内での装着状態を示す車室内斜視
図。
【図２】本発明の実施形態に係るオーディオ装置の操作パネル等を示す正面図。
【図３】本発明の実施形態に係るオーディオ装置の構成を示すシステムブロック図。
【図４】本発明の実施形態に係る受信回路の構成を示すシステムブロック図。
【図５】操作ボタン等における操作アクションと動作仕様との関係を説明するための図。
【図６】削除操作時におけるディスプレイ装置の削除確認画面の一例を示す図。
【図７】本発明の実施形態に係るコントローラにより実行される登録データ削除制御を示
すフローチャート。
【符号の説明】
【００６６】
１…オーディオ装置
５…操作ボタン
７…ディスプレイ装置
１０、１２ｅ…コントローラ
１２…受信回路
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１６…車載スピーカ
ｓ３…告知手段

【図１】 【図２】
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